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戦前の佐世保おくんち
　黒髪町　山口　廣光さん

　
　この写真は、昭和12年11月1日の「佐世保おくん
ち」の際、踊り町であった常盤町の青年部が、歌舞伎
の演目「 勧 

かん

 進 帳」の山 車
じん

    の前でそろいの衣装をまとっ
だ し

た様子を撮影したものです。
　「勧進帳」の立て札には、「『非常時の 辨 慶魂』無邪気

べん

明朗な辨慶は又機知と 膽 
たん

 力 と義侠と絶大なる勇気の
りょく

持ち主である　非常時日本軍都佐世保市民も 亦 彼の
また

人格に 肖 りたいものである　常盤町」と時代を反映
あやか

した言葉が記されています。
　わたしはこの当時まだ生まれていませんが、おく
んちの話は、父や母からよく聞きました。昔はおく
んちの踊り町ともなると、踊りや出し物が派手で、5
年間積み立てた財産をすべておくんちのために使っ
て参加していたそうです。
　写真に写っている青年部の皆さん（最前列の左か
ら三番目がわたしの父です）には、若い力がみなぎり、

おくんちに対する意気込みが感じられると思います。
　父が亡くなって50年忌を迎えましたが、この写真
は、お祭りが好きだった父の姿を思い出させてくれ
る大切な写真です。

ご存知ですか裁判員制度
来年5月21日から裁判員制度が始まります

勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

　裁判員制度は、国民から選ばれた裁判員が裁判官と
共に刑事裁判に参加する制度です。裁判員等は県内全
域から選ばれ、長崎地方裁判所（長崎市）で行われる刑
事裁判に参加することになります。
　裁判所や検察庁では、裁判員制度を広く知っていた
だくため、出張説明（要予約）や広報用DVDの貸し出し
（無料）などを行っていますのでご利用ください。

冗長崎地方裁判所 佐世保支部　緯22-9175
冗長崎地方検察庁 佐世保支部　緯23-1132

シリーズ「有害鳥獣対策」③
イノシシに出会ったら…

勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

　最近、田や畑などの農地以外でも、イノシシの目撃情
報を耳にすることが多くなってきました。実際、平成
12年ごろから農作物被害だけでなく、家庭菜園への侵
入も発生しており、民家付近での人への危害を心配する
声が多数寄せられています。本市では猟友会の協力に
より、毎年約1,700頭のイノシシを捕獲処分しています
が、イノシシの数は年々増え続けている状況です。
　お子さんなどがイノシシによる事故等に巻き込まれ
ないために、次のことに注意してください。
（注意事項）
・子どものイノシシに出会っても、近づいたり、餌を与
　えたりしないでください（近くに親が隠れている場合あり）。
・イノシシに石を投げたり、棒で叩いたりしないでくだ
　さい（反撃する場合あり）。
冗農業畜産課�緯24-1111

（重要なお知らせ）
　ことし12月に「裁判員候補者名簿」に登載された皆さんに登載
通知を送付します。通知には、候補者の辞退希望などをお尋ねす
る「調査票」も同封します。「調査票」に必要事項を記入して返送
いただくと、明らかに裁判員になれない人や、1年を通じて辞退
が認められた人は、裁判所に呼ばれることはありません。
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（質問）
　小佐々地域にできた「カヤックセンター」の場所やア
クセス方法を教えてください。

（スポーツ振興課からの回答）
　「海洋スポーツ基地カヤックセンター」は、県が西海
国立公園九十九島地域の自然体験の促進とマナーの向
上などを図るため、海洋スポーツの拠点として小佐々
町西川内に、ことし5月に整備したものです。ご家族
や団体等でご利用ください。

（施設概要）
　カヤックセンター
　　管理棟（研修室、調理室含む）：70人収容
　　艇庫棟：シーカヤック等30艇、OPヨット10艇など
　シーカヤック用浮き桟橋
　駐車場（普通車25台、多目的用1台）など

（利用案内）
　利用期間：3月～11月
　利用時間：10時～18時（3月、4月、11月は17時まで）
　休 館 日：火曜日（祝日の場合は、祝日明けの日）
　※利用料などはお尋ねを。
（交通アクセス）
　車：佐世保駅から約40分
　バス：小佐々方面行き「赤崎バス停」下車徒歩2分

冗海洋スポーツ基地カヤックセンター　緯68-3378

このページでは、市民の皆さんからの「お便り」「思い出の1枚」などを紹介
します。本紙への感想、佐世保市への思いなど、たくさんの声をお寄せくだ
さい。「思い出の1枚」は、写真にまつわるお話と住所、氏名、電話番号を書
いてお送りください。お借りした写真は後日、返却します。
　あて先　〒857-8585（住所不要）佐世保市役所秘書課広報係
　Eメール  hishok@city.sasebo.lg.jp

問題①　提案型公募事業は、行政と市民活動団体等が相互に
　○○し、協働により実施する事業です。
問題②　本市の昨年の救急車の出動件数は約1万件で、1日
　当たり平均○○件、51分に1件の割合で救急車が出動して
　います。
問題③　日ごろ運動をしていない10人以上の団体やグルー
　プを対象に「自宅でできる肩こり･○○予防体操」「手軽に
　できる有酸素運動」などの講師を派遣します。

応募方法
　はがきまたはEメールに答えと住所、氏名、年齢、
　電話番号、広報紙へのご意見を書いて9月22日ま
　でに広報係へお送りください（1人1通）。
プレゼント
　図書カード（500円分）を5名さまに
　※全問正解者の中から抽選します。紙面の都合上、
　　発表は発送をもって代えさせていただきます。
8月号の答え
　①地域子育て支援（8月号6ページ）
　②いのちのお話会（同23ページ）
　③ウリ坊（同10ページ）
7月号の応募状況
　84通（正解67通・不正解16通・無効1通）
　はがき66通・Eメール18通

問題の○中に文字を入れてください。
答えのヒントは、紙面の中にあります。


